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珠
算
お
か
や
ま 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

岡
山
県
支
部 

支
部
長 

 
池
上 

修
生 

 

令
和
六
年
度
全
日
本
通
信
珠
算
競
技
大
会 

令
和
六
年
十
月
二
十
日(

日)

全
国
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
岡
山
県
支
部
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。 

全日本通信珠算競技大会岡山県成績および順位（令和 6年度） 

 は
じ
め
に
原
田
先
生
の
ご
逝
去
に

あ
た
り
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。 

先
生
と
の
出
会
い
は
昭
和
三
八
年
、

私
は
十
六
歳
の
高
校
生
で
し
た
。
計

算
実
務
と
い
う
授
業
を
受
け
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
卒
業
を
前
に
し
て
、

先
生
の
口
か
ら
「
原
田
珠
算
塾
へ
就

職
し
、
塾
の
先
生
と
し
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ろ

ば
ん
が
大
好
き
だ
っ
た
私
は
、
す
ぐ

に
「
は
い
」
。
と
返
事
を
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。 

高
校
卒
業
後
、
一
か
月
は
原
田
先

生
か
ら
特
別
指
導
の
特
訓
を
受
け
る

毎
日
で
し
た
。
四
月
に
な
る
と
す
ぐ

北
房
町
下
砦
部
（
真
庭
市
）
で
原
田 

原
田
忠
文
先
生
を
偲
ん
で 

小学校４年生以下の部   小学校の部    中学校の部   

順位 氏    名 得点 地区名  順位 氏    名 得点 地区名  順位 氏    名 得点 地区名 

1 福島 祐大 960 津山  1 野田 遥希 1,200 備南  1 窪木 新司 950 美咲 

2 浦上 華 860 美咲  2 松井 唯子 1,020 津山  2 西田 葵葉 880 備南 

3 西田 双葉 820 備南  3 井上 然生 990 備南  3 武本 芽依 870 矢掛 

4 淺津 乃愛 780 美咲  4 森岡 秀章 960 美咲  4 大山 海斗 800 備南 

4 藤田 櫂 780 美咲  5 池田 若菜 940 賀陽  5 大山 果歩 790 備南 

6 小川 紗奈 680 津山  5 國米 美帆 940 美咲  6 岩野 沙紀 770 美咲 

7 石原 有真 670 津山  7 行本凛太郎 920 津山  7 赤松 芽依 750 美咲 

8 岩谷 善 570 津山  7 山本 紗愛 920 津山  8 森岡 真凪 720 美咲 

8 服部 瑞葵 570 賀陽  7 平田 心咲 920 津山  9 中島 彩花 680 賀陽 

10 黒田 稀心 540 美咲  10 山本帆乃佳 870 美咲  10 池田 千夏 670 賀陽 

11 平田 碧泉 530 津山  11 杉本 瑛 840 美咲  高等学校・一般の部  

12 赤田 悠翔 520 津山  12 藤原 海李 830 美咲  順位 氏    名 得点 地区名 

13 中島 愛菜 450 賀陽  13 住井 未穂 810 賀陽  1 岩野 侑輝 1,110 美咲 

14 三船 莉穂 420 美咲  13 黒石 小晴 810 津山  2 葛原 和之 760 矢掛 

14 森岡 朋紀 420 美咲  15 平田 幸輝 790 津山  3 三好 杏奈 700 賀陽 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
お
健
や
か
に

そ
し
て
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
尽
力

に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

岡
山
県
支
部
で
は
今
年
度
か

ら
検
定
の
申
し
込
み
や
地
区
業

務
に
関
す
る
こ
と
な
ど
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
作
業
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
地
区

業
務
だ
け
で
な
く
支
部
業
務
に

つ
い
て
も
時
間
短
縮
が
で
き
、
経

費
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

し
て
非
常
に
効
果
的
に
稼
働
し

て
い
ま
す
。
来
年
度
初
級
検
定
に
お

い
てP

D
F

が
活
用
さ
れ
ま
す
。
今

後
は
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
部
分
的
なIT

化
で
は
な
く

全
体
を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
い
く
全
珠

連
のD

X

化
が
急
務
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

令
和
七
年
の
乙
巳
（
き
の
と
み
）

の
年
は
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
成

長
と
結
実
の
時
期
と
な
る
可
能

性
が
高
い
で
す
。
「
乙
」
は
未
だ
発

展
途
上
の
状
態
を
表
し
、
「
巳
」

は
植
物
が
最
大
限
ま
で
成
長
し

た
状
態
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
組

み
合
わ
せ
は
、
こ
れ
ま
で
の
努
力

や
準
備
が
実
を
結
び
始
め
る
時

期
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
辛
抱
強
さ
が
試
さ
れ
る

年
に
も
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
結
果

が
出
な
く
て
も
、
焦
ら
ず
粘
り
強

く
取
り
組
む
姿
勢
が
重
要
で
す
。

自
分
の
ペ
ー
ス
を
保
ち
な
が
ら
着

実
に
前
進
す
る
こ
と
で
、
最
終
的

に
は
望
む
結
果
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

こ
れ
は
、
平
成
三
十
年
ご
ろ
か

ら
私
の
所
属
す
る
美
咲
地
区
に

お
世
話
に
な
り
徐
々
に
準
備
を

は
じ
め
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、

所
属
す
る
会
員
数
が
一
番
多
い

岡
山
地
区
に
協
力
を
頂
い
て
、
昨

年
度
を
検
証
期
間
と
し
て
シ
ス

テ
ム
を
稼
働
し
ま
し
た
。
つ
ま
り

は
、
計
画
か
ら
稼
働
ま
で
五
年
の

歳
月
を
要
し
ま
し
た
。
こ
の
長
い

期
間
の
中
に
あ
っ
て
は
、
勉
強
会

を
実
施
す
る
な
ど
岡
山
県
支
部

会
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
検
定
験
者
数
の

減
少
に
伴
う
今
の
財
政
難
に
対 

珠
算
塾
初
め
て
の
教
室
が
誕
生
し
ま

し
た
。
先
生
と
二
人
で
歩
ん
だ
私
の

そ
ろ
ば
ん
人
生
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

一
九
六
０
年
代
は
子
供
の
数
も
全
国

的
に
多
く
、
ま
た
初
め
て
の
塾
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
小
学
生
も
た
く
さ

ん
来
て
く
れ
ま
し
た
。
至
道
高
校
が

塾
の
近
く
に
あ
っ
た
た
め
、
高
校
生

も
多
く
集
ま
り
、
ま
だ
十
八
歳
の
新

人
先
生
は
大
ピ
ン
チ
で
し
た
。
毎
晩

毎
晩
、
電
話
（
交
換
手
経
由
で
ダ
イ

ヤ
ル
な
し
）
で
先
生
に
指
導
を
受
け

て
い
た
こ
と
が
、
つ
い
こ
の
間
の
よ
う

に
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
翌
年

か
ら
毎
年
新
し
い
職
員
が
原
田
先
生

の
も
と
へ
入
っ
て
こ
ら
れ
、
真
庭
市
の

教
室
の
数
は
次
々
と
増
え
て
い
き
ま 

し
た
。
私
は
後
輩
の
指
導
に
追
わ
れ

る
日
々
が
続
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に

五
年
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。
祭
日
以

外
に
は
休
み
の
な
い
、
夢
中
で
駆
け

抜
け
た
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
で
し
た
。 

第
二
の
故
郷
と
な
っ
た
下
砦
部
を

後
に
高
梁
へ
帰
っ
た
私
は
、
全
体
で

生
徒
数
三
百
人
を
抱
え
る
市
内
の
教

室
を
駆
け
回
り
ま
し
た
。
職
員
も
次

々
増
え
、
私
の
教
え
子
八
人
を
含
め

て
十
数
人
に
な
り
、
原
田
珠
算
塾
の

最
盛
期
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
原
田
先
生
の
事
業

家
と
し
て
の
素
晴
ら
し
い
一
端
が
現

れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
先
生
の

お
か
げ
で
私
は
、
高
校
四
校
で
商
業

実
習
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
も
デ
ビ

ュ
ー
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
最
高
に
楽

し
か
っ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
休
み
の 

思
い
出
も
あ
り
ま
す
。
原
田
先
生
、

親
戚
の
女
の
子
、
私
と
主
人
の
四
人

で
の
北
海
道
旅
行
で
す
。
車
で
出
か

け
民
宿
に
三
泊
四
日
の
旅
で
し
た
。

こ
う
し
て
十
八
歳
の
時
か
ら
走
り
続

け
、
令
和
七
年
四
月
で
私
も
そ
ろ
ば

ん
人
生
六
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子

化
で
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
「
そ
ろ
ば

ん
」
の
灯
を
消
さ
な
い
よ
う
に
、
先
生

へ
の
恩
返
し
を
込
め
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
支
部
長
、
支
部
参
与

と
し
て
岡
山
県
支
部
に
貢
献
さ
れ
た

原
田
忠
文
先
生
に
、
心
か
ら
感
謝
い

た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
安
ら
か

に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。 

賀
陽
地
区 

 
 

藤
村
博
子 
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日 時 ：令和６年１１月３日(日) 13：00開式 

岡山会場：岡山県珠算会館３階 

小学 1年生以下～小学４年生 26名参加 

今年度も中国五県キッズ珠算競技大会が 

オンラインで開催されました。 

令和６年度中国五県キッズ珠算競技大会 

 

第 425回検定試験 １月２６日(日) ２月２3日(日) 

第 426回検定試験 ３月２３日(日) ４月２7日(日) 

第 427回検定試験 ５月２5日(日)６月２2日(日) 

令 和 ６ 年 度 検 定 試 験 日 

 

日 時 令和６年 10月 27日(日) 1３：00～1５：00 

場 所 岡 山 県 珠 算 会 館 ３ 階 

演 題 「～入会から、未来まで～」 

講 師 みとよそろばん教室 壷井英貴 先生 

今 後 の 予 定 

 
第 423回・第 424回準参段以上検定昇段者 

合 格 お め で と う ！ 

 
第 423回（珠算）  第 423回（暗算）  

六 段 秦  愛莉 （東備） 九 段 花房 阿門 （東備） 

準六段 高草 夏歩 （吉備） 八 段 今井 秀俊 （東備） 

準五段 橋本 芽依 （東備） 六 段 坂口 愛佳 （岡山） 

準五段 窪木 新司 （美咲） 六 段 浮須 歩 （倉敷） 

四 段 亀山 大晴 （新見） 準六段 野田 遥希 （備南） 

準四段 雪吉 凜花 （備南） 準六段 住吉 櫂 （備南） 

参 段 岡田 結梨 （岡山） 五 段 上原 真緒 （倉敷） 

参 段 大山 海斗 （備南） 四 段 井上 然生 （備南） 

参 段 三浦 奈緒 （備南） 四 段 小坂 理駆 （東備） 

参 段 青木 柚実 （邑久） 準四段 赤松 芽依 （美咲） 

参 段 廣瀬 侑愛 （東備） 参 段 問田 颯佑 （備南） 

準参段 湯谷 真央 （岡山） 準参段 繆  汪妍 （岡山） 

準参段 小島 夢羽 （備南） 準参段 野村 七楓 （吉備） 

準参段 野村 七楓 （吉備） 準参段 葭原 美織 （東備） 

準参段 大智 萌那 （東備）    

 

指導者講習会 

 

人
材
育
成
講
習
会
を
受
講
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
地
区 

坪
井 

薫
久 

 

一
泊
二
日
の
講
習
の
中
で
、
ま
ず
全
珠
連

史
と
組
織
の
現
状
と
運
営
を
理
事
長
か
ら
、

現
役
の
先
生
か
ら
は
、
学
習
指
導
要
領
改
訂

の
方
向
性
を
踏
ま
え
て
こ
れ
か
ら
教
育
に
求

め
ら
れ
て
い
く
事
、
そ
の
中
で
自
分
で
考
え

目
標
を
立
て
切
り
拓
く
力
を
養
っ
て
い
け
る

手
助
け
に
な
る
よ
う
な
算
盤
で
の
指
導
法
や

声
が
け
を
岡
久
先
生
か
ら
学
び
ま
し
た
。
ま

た
澤
田
先
生
の
大
切
に
さ
れ
て
い
る
信
念
も

沢
山
学
び
ま
し
た
。 

ま
た
算
数
科
に
溶
け
込
む
算
盤
の
活
用

法
を
班
に
分
か
れ
て
当
日
発
表
す
る
為
の
ズ

ー
ム
や
前
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
後
の
外
食
し

な
が
ら
の
遅
く
ま
で
の
話
し
合
い
も
、
色
々

な
先
生
方
の
お
話
を
伺
え
た
と
い
う
こ
と
も

含
め
て
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。 

第 424回（珠算）  第 424回（暗算）  

五 段 今井 秀俊 （東備） 九 段 岩野 侑輝 （美咲） 

準五段 葭原蒼士郎 （東備） 八 段 德森 加帆 （倉敷） 

四 段 岡田 紋芽 （吉備） 準六段 大山 果歩 （備南） 

四 段 河内 結香 （吉備） 五 段 信木 心華 （岡山） 

参 段 奥野 裕翔 （吉備） 四 段 寺岡 祐治 （井原） 

参 段 亀尾 桂虎 （東備） 四 段 塩見ゆいか （新見） 

準参段 雪吉 桜真 （岡山） 四 段 堀内 慶司 （美咲） 

   四 段 田中 優菜 （倉敷） 

   準四段 繆  汪妍 （岡山） 

   参 段 平田 渓 （倉敷） 

   準参段 廣瀬 侑愛 （東備） 

   準参段 松島 悠奈 （東備） 

   準参段 國米 美帆 （美咲） 

 

２７名参加で香川県支部、壷井英貴先生の講習が開かれまし
た。前職での経験を活かして、様々な研修・勉強会などに積極的
に参加し、新しいものを取り入れる姿勢に感心しました。また「香
川県支部から 10 段合格者を出す」という熱い想いも素晴らしく
思いました。 
生徒さんとも LINE などで交換日記のような形式で交流されて
いるのも参考にしたいお話でした。 

§ 

慶
事
お
祝
い 

§ 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
六
年
度
、
先
生
方
に
お
祝

い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で
益
々
ご

活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（敬
称
略
） 

【卒
寿
】 

勝
英
地
区 

竹
内 

昭
子 

【米
寿
】 

津
山
地
区 

豊
田 

澄
子 

【喜
寿
】 

岡
山
地
区 

井
上 

眞
智
子 

井
原
地
区 

田
辺 

富
恵 

東
備
地
区 

岡
本 

静
子 

東
備
地
区 

繁
森 

壽
賀
子 

【古
希
】 

岡
山
地
区 

則
武 

雅
美 

井
原
地
区 

片
桐 

秀
子 

お
く
や
み 

高
梁
地
区  

原
田 

忠
文  

(

令
和
六
年
十
月) 

編
集
後
記 

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

岡
山
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
「
教
場
検
索
」
欄
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
て
い
ま
す
。
各
地
区

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
授
業
を
さ

れ
る
先
生
方
、
風
邪
な
ど
引

か
な
い
よ
う
に
お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
。
（Ｙ.

Ｊ
） 

【令和６年度  優良生徒表彰式典】 

日  時 令和７年２月 23日(日) 

場  所 各地区開催 

【令和６年度 岡山県キッズそろばん大会】 

日  時 令和７年２月 24日(月) 

場  所 岡山県生涯学習センター 

※詳細は支部へおたずねください 

【第７１回 全国珠算研究集会】 

日  時 令和７年３月 29日(土)・30日(日)９時～12時 

場  所 オンラインにて開催 

○ 令和６年度コマーシャル（香川県支部と合同） 
  （期間：令和７年２月） 
○ RNC西日本放送 
  １５秒スポットテレビコマーシャル 
※放送日が確定していないので、決まり次第おしら
せいたします。 
○ 岡山県支部ホームページ 
 「教場検索」欄をリニューアルしています。 
 先生方、随時申請を募集しております。 
（一度ご覧ください） 


